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【ねらいと目的】（600 字程度） 

中国朝鮮族研究においては、急速な移動が人口や産業の空洞化をもたらし、現在の自治

が成立せず、実態としての中国朝鮮族社会、およびアイデンティティが喪失されるという

悲観論が多い。しかし、実際の移動を主体的な存在としての中国朝鮮族として検討すると、

悲観論だけでは捉えられない実態が明らかになってきた。 

 受入国視点が圧倒的な中で、本研究では送り出し側の視点から、社会の再生産を念頭

に置いた送り出し国における移住労働の果たす役割を明らかにするのがねらいである。 

【活動の記録】 

研究会・ワークショップの場合は、開催年月日、報告者と報告題等 

調査の場合は、調査年月日、調査者、調査地、調査目的等 

その他の活動も含めて、研究期間中の活動について簡潔に記してください。 

① ワークショップ 

2012 年 8 月 1 日、8 月 2 日、中国・延辺大学にて＜東アジアにおける中国朝鮮族の親密

圏と公共圏の変容＞ワークショップ開催。 

(1) 送出地域の学歴別移動とその決定要因：階層をめぐる国内・国際移動―韓  

(2) 中国朝鮮族の離郷文学と故国/祖国/韓国に対するイメージー全韓国学界における 

(3) 韓国における朝鮮族社会の形成と発展－朴祐 

(4) 出稼ぎとジェンダーの再編－金  

(5) 人口移動及び農地の再活用：農業再編とエスニシティー許 

(6) 青島における朝鮮族の流入と流動化する少数民族政策ー朴光星（許発表） 

(7) 人の移動は送出地域をどう再編するのかー安里和晃 

② 調査 

2012 年 8 月 15 日～2012 年 8 月 27 日 延辺農村の人口構成変化と農地状況に関する調査

及び資料収集 



【成果の概要】（800 字程度） 

ワークショップと調査を通じて、下記のことがある程度明らかになった。 

中国朝鮮族研究においては、急速な移動が人口や産業の空洞化をもたらし、現在の自治が

成立せず、実態としての中国朝鮮族社会、およびアイデンティティが喪失されるという悲

観論が多い。しかし、実際の移動を主体的な存在としての中国朝鮮族として検討すると、

悲観論だけでは捉えられない実態が明らかになってきた。受入国視点が圧倒的な中で、本

研究では送り出し側の視点から、社会の再生産を念頭に置いた送り出し国における移住労

働の果たす役割を明らかにする。 

2012 年 8 月 1 日・2日のワークショップで発表した各自の論文を詳しく検討し、全体出版

向けキーワード及び方向性が決まることができた。出版向けに大きな一歩を歩む会議とな

った。 

 

連携するＨ20-23 年のプロジェクト名： 

次世代研究ユニット 「中国朝鮮族社会における親密圏・公共圏の変容」 

2011 年 8 月 8 日中国・延辺大学にて＜移動、家族、市民権－東アジア朝鮮族の親密圏と公

共圏変容＞ワークショップ開催 
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